
　

公
益
社
団
法
人
長
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和

４
年
度
定
時
総
会
が
、
５
月
30
日
に
長
野
市
若
里
市
民

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

総
会
に
つ
い
て
も
簡
素
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
日
は
、
酒
井
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

酒
井
理
事
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
３
年
度
決

算
報
告
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
と
監
事
か
ら

の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
役
員
の
改
選
期
に
当
た
り
、
理
事
候

補
者
選
考
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
理
事
17
名
、
監
事
２

名
の
候
補
者
の
提
案
が
な
さ
れ
、
全
て
の
役
員
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
き
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
、
理
事
長
に
は
酒
井
登
理
事
、
副
理
事
長
に
は

福
澤
成
則
理
事
、
専
務
理
事
に
は
藤
橋
範
之
理
事
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
退
任
さ
れ
る
役
員
11
名
の
方
々
に
酒
井
理
事

長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る
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令
和
４
年
度
定
時
総
会
に
御
出
席
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
続
け
、
終
息
の
兆

し
が
見
え
な
い
中
、
ま
っ
た
く
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、「
会
員
の
増

強
」「
就
業
機
会
の
確
保
」「
安
全
就
業
」
の
三
つ

を
重
点
的
に
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
契
約
金
額
は
令
和
2
年
度
並
み
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
前
の
水
準
と
比
較
す
る
と
大
変
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
と
比
較
し

て
44
人
減
の
１
、９
１
３
人
と
２
年
連
続
２
千
人

を
下
回
る
と
と
も
に
、
こ
こ
数
年
で
最
も
少
な
い

会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
公
共
施
設

の
閉
館
や
休
館
、
植
木
・
除
草
な
ど
に
お
い
て
は

就
業
会
員
不
足
の
た
め
、
ご
依
頼
を
お
断
り
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
減
少
要
因
は
様
々

あ
っ
た
も
の
の
、
請
負
・
委
任
の
契
約
額
は
前
年

度
比
０
・
１
％
の
微
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
飲
食
業
な
ど

か
ら
の
受
注
が
減
少
し
た
令
和
２
年
度
と
比
較
し

て
、
契
約
金
額
は
５
・
２
％
増
と
な
り
、
復
調
の

兆
し
が
見
え
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
地
域

貢
献
に
つ
い
て
は
、「
シ
ル
バ
ー
奉
仕
デ
イ
」
と

し
て
、
清
掃
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
延
べ
１
、

２
０
０
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
見
据
え
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

を
基
本
理
念
と
し
、
働
く
意
欲
の
あ
る
皆
さ
ん
に

就
業
の
機
会
を
提
供
し
、
就
労
を
通
し
て
生
き
が

い
の
充
実
、
健
康
の
保
持
、
そ
し
て
仲
間
づ
く
り

と
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
を
促
進
す
る
と
い
う
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
高
年
齢
化
、
お
客
様
か
ら
の
苦
情
や
事

故
報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、「
安
全
・
適
正
就
業
」

の
徹
底
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
健
康

の
保
持
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
図
り
つ

つ
、
着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　【役

員
表
彰
】

　

金
丸　

竹
一　
　

駒
村　

征
男　
　

坂
口　

義
行

　

鷺
森　

勝
己　
　

佐
藤　
　

武　
　

清
水　

文
子

　

原　
　

敬
治　
　

御
沢　
　

恒　
　

吉
原　
　

宏

　

関　
　

保
雄
（
監
事
）　　

 

滝
澤　

仁
恵
（
監
事
）

【
地
域
班
表
彰
】

　
（
大
規
模
班
）
川
中
島　

若
槻　
　

三
輪

　
（
小
規
模
班
）
第
５　
　

鬼
無
里　

古
里

【
地
域
班
長
表
彰
】　

　

安
茂
里
西
班　
　

大
久
保
国
雄

　

安
茂
里
東
班　
　

海
老
原
今
朝
春

　

柳
原
・
長
沼
班　

町
田　
　

勇

【
職
群
班
長
表
彰
】

　

機
械
刈
り
除
草　

小
林　

貴
雄

【
会
員
表
彰
】

（
在
籍
15
年
）

　

高
野　

愛
子　
　

久
保
田
幸
子　
　

堀
内　

久
子

　

金
児　
　

璋　
　

木
下
み
つ
子　
　

丸
山
登
子
郎

　

小
山　

高
司　
　

皆
瀬　

孝
吉　
　

加
藤　

淑
子

　

矢
島　
　

隆　
　

富
田　

寧
司　
　

越
山
テ
ツ
子

　

鈴
木　

君
子　
　

小
林　

辰
雄　
　

亀
川　

局
子

　

亀
川　

信
廣　
　

横
山　

充
治　
　

廣
瀬　

利
雄

　

塚
田
三
智
子　
　

児
島　

一
友　
　

石
田　

文
一

　

北
村
ふ
さ
子　
　

古
越　

宏
江　
　

宮
原　
　

勇

　

竹
田　

紀
子　
　

（
在
籍
10
年
）

　

金
山　

正
男　
　

小
林　

信
治　
　

荒
川　

廣
美

　

寺
田　

弘
子　
　

長
谷
川
和
子　
　

宮
腰　

則
健

　

山
際　
　

晃　
　

柴
﨑　

武
彦　
　

吉
田　

暢
雄

　

大
久
保
国
雄　
　

松
村　

寿
隆　
　

宮
澤　

国
守

　

高
橋　

芳
春　
　

髙
野　

和
成　
　

三
澤　

正
俊

　

今
里　

公
治　
　

小
松　

敦
子　
　

八
木　

清
登

　

大
久
保
修
二　
　

畑
田
登
美
惠　
　

宮
澤　

邦
昭

　

折
橋　

庸
介　
　

鹿
野　

重
喜　
　

川
島　

洋
二

　

長
峯　

和
雄

令
和
４
年
度　

表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

理
事
長
あ
い
さ
つ
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定
例
議
題
・
報
告
事
項

　

①
新
入
会
員
の
承
認　

②
各
部
会
等
活
動
報
告

　

③
契
約
状
況　

④
事
故
報
告　

⑤
苦
情
等
報
告

令
和
３
年
度

第
8
回
（
12
月
22
日
）

第
９
回
（
２
月
28
日
み
な
し
決
議
）

　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

　

 

令
和
4
年
度
定
時
総
会
会
員
等
被
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

第
10
回
（
３
月
25
日
）

　

 

令
和
4
年
度
・
令
和
5
年
度
理
事
及
び
監
事
候
補
者
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
度
定
時
総
会
の
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て

　

顧
問
の
選
任
に
つ
い
て

　

事
務
局
長
の
任
免
に
つ
い
て

　

貸
倒
損
失
の
計
上
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

第
１
回
（
４
月
27
日
）

　

令
和
４
年
度
定
時
総
会
議
案
に
つ
い
て

第
２
回
（
５
月
30
日
）

第
3
回
（
５
月
30
日
）

　

理
事
長
・
副
理
事
長
及
び
専
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

　

専
門
部
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　5 月 13 日にシルバー奉仕
デイを開催いたしました。ゴ
ミ拾いを行い、地域の皆様に
も喜んでいただきました。次
回は 10月 14 日の予定です。

シルバー奉仕デイの様子

理

事

会

報

告

　

５
月
30
日
の
定
時
総
会
に
お
い
て
新
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
は
、
５
月
30
日
を
も
っ
て
役
員
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

金
丸　

竹
一　
　
　

駒
村　

征
男　
　
　

坂
口　

義
行　
　
　

鷺
森　

勝
己　
　
　

佐
藤　
　

武

　
　

清
水　

文
子　
　
　

原　
　

敬
治　
　
　

御
沢　
　

恒　
　
　

吉
原　
　

宏　
　
　

関　
　

保
雄
（
監
事
）

　
　

滝
澤　

仁
恵
（
監
事
）

理　
　
事
（
新
任
）

　

池　

田　

昭　

子

理　
　
事
（
新
任
）　

　

松　

下　

文　

子

理		

事		

長

　

酒　

井　
　
　

登

理　
　
事
（
新
任
）

　

鹿　

野　

重　

喜

理　
　
事
（
新
任
）　

　

井　

田　

む
つ
み

理　
　
事

　

松　

本　
　
　

功

理　
　
事
（
新
任
）

　

黒　

岩　

忠　

志

理　
　
事
（
新
任
）　

　

山　

岸　

一　

彦

副
理
事
長

　

福　

澤　

成　

則

理　
　
事
（
新
任
）　

　

戸　

谷　

や
よ
い

理　
　
事
（
新
任
）

　

井　

出　

三　

夫

理　
　
事
（
新
任
）

　

丸　

山　

髙　

義

理　
　
事　

　

酒　

井　
　
　

茂

監　
　
事
（
新
任
）

　

荒　

井　

惠　

子

専
務
理
事
（
新
任
）

　

藤　

橋　

範　

之

理　
　
事
（
新
任
）　

　

藤　

澤　

貞　

行

理　
　
事　

　

唐　

木　

裕
貴
江

理　
　
事　

　

村　

上　

隼　

一

監　
　
事
（
新
任
）

　

小　

林　

正　

幸

新
役
員
紹
介
（
50
音
順
）

退
任
理
事
の
お
知
ら
せ
（
50
音
順
）
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「
全
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
!!
」

　

私
た
ち
の
班
は
、
し
な
の
鉄
道
線
を
挟
み
西
側

に
位
置
し
、会
員
１
０
２
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
ま
ら
な
い
中
、
三
密
を

避
け
な
が
ら
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
春
の
一
斉
奉

仕
活
動
の
他
、
戸
外
の
除
草
作
業
は
丁
度
良
い
と

思
い
、
春
と
秋
に
２
回
ず
つ
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
春
は
５
月
に

① 

篠
ノ
井
駅
西
口
駐
輪
場
周
辺
除
草　

参
加
26
名

②
篠
ノ
井
西
公
園
遊
具
周
辺
除
草　
　

参
加
19
名

の
２
回
行
い
ま
し
た
。
特
に
篠
ノ
井
西
公
園
で
は

早
く
か
ら
遊
び
に
来
て
い
た
親
子
か
ら
「
き
れ
い

に
な
る
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
疲
れ
も
忘
れ
嬉

し
い
気
分
で
し
た
。
他
者
か
ら
の
感
謝
、
他
者
と

の
交
流
、
私
た
ち
の
活
力
の
源
で
す
。
６
月
か
ら

は
暑
さ
と
闘
い
な
が

ら
の
市
道
、
県
道
の
植

栽
帯
の
除
草
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
様
か
ら
感

謝
さ
れ
る
よ
う
、
健
康

に
気
を
つ
け
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は（
６
月
８
日
、

14
日
、
24
日
、
30
日
）
に

全
会
員
研
修
を
開
催
し
、

各
会
場
に
多
く
の
会
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
長
野
中

央
警
察
署
生
活
安
全
第
一

課
の
監
修
に
よ
る
特
別
研

修
「
電
話
で
お
金
詐
欺
」
防
止
の
寸
劇
が
、
当
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
よ
り
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
挨
拶
、
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
セ

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
長
野
市
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課　

吉
野
美
穂
子
さ
ん
が
、
市

民
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
、

「
１
０
０
ま
で
元
気
！
チ
ェ
ッ
ク
＆
ガ
イ
ド
で
フ

レ
イ
ル
予
防
」
の
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
「
健
康
」
と
「
介
護
が
必
要
な

状
態
」
の
中
間
の
虚
弱
な
状
態
で
、
そ
の
ま
ま
過

ご
し
て
い
る
と
、
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
。
年
を
と
っ
た
せ
い
と
、
あ
き
ら
め
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
適
切
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

健
康
な
暮
ら
し
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
就
業
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、
健
康

で
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
11
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
週
２
回
、
去
年
の
10
月
か

ら
小
学
校
の
消
毒
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
作
業
を
見
か
け
る
と
先

生
方
や
児
童
の
皆
様
が
大
き
い
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

「
ご
苦
労
様
で
す
」
と
挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

慣
れ
て
く
る
と「
体
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
」と
言
っ

て
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
子
や
、
昔
か
ら
ク
ラ
ス
に
数
名

い
た
ワ
ン
パ
ク
坊
主
が
後
ろ
か
ら
私
の
肩
を
叩
い
て
驚

か
す
な
ど
様
々
で
す
。

　

時
に
は
学
校
か
ら
支
給
さ
れ
た
私
の
名
札
を
見
て
、

勘
違
い
し
て
人
生
初
め
て
山
際
先
生
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
恥
ず
か
し
い
で
す
。笑
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ネ
。

～
あ
る
日
の
出
来
事
～

　

私
が
女
子
ト
イ
レ
で
作
業
し
て
い
る
時
に
、
３
年
生

の
女
子
児
童
が
ト
イ
レ
の
入
口
で
「
ト
イ
レ
を
使
っ
て

良
い
で
す
か
？
」
と
断
っ
て
入
っ
て
き
て
、
私
が
廊
下

で
待
っ
て
い
る
と
、
そ
の
児
童
は
用
を
済
ま
せ
た
後
、

私
の
方
を
向
い
て
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
「
き
れ
い
に
し

て
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
言
っ

て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

誠
に
礼
儀
正
し
い
児
童
で
感
心
し
ま
し
た
。

　

３
月
の
卒
業
間
近
に
６
年
生
の
代
表
者
か
ら
消
毒
作

業
に
対
し
て
の
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
大
感
激
!!

　

私
も
返
礼
の
手
紙
を
書
い
て
校
長
先
生
か
ら
そ
の
代

表
者
に
渡
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
日
も
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
広
い
校
内
で
早
く
コ
ロ

ナ
が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
就
業
し
て
お
り
ま

す
。

　

休
憩
も
な
か
な
か
取
れ
ま
せ
ん
が
大
変
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。
偽
物
先
生
は
次
の
日
も
頑
張
る
ぞ
!!

　

	

篠
ノ
井
西
班　
井
出　
三
夫

活
動
紹
介

令
和
４
年
度　

全
会
員
研
修
開
催

「
消
毒
奮
闘
記
」

	

大
豆
島
班　
山
際　
　
晃
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お
く
や
み

　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

髙
野　

朝
男
様　

3
年
９
月　
　
　

松
代
班

酒
井　

万
元
様　

３
年
11
月
30
日　

古
牧
班

佐
々
木
一
男
様　

４
年
１
月
13
日　

戸
隠
班

丸
山　

竹
夫
様　

４
年
３
月
５
日　

篠
ノ
井
東
班

田
中　

武
男
様　

４
年
３
月
６
日　

篠
ノ
井
東
班

宮
下　

博
明
様　

４
年
３
月
８
日　

篠
ノ
井
東
班

田
矢　

伸
雄
様　

４
年
５
月
２
日　

吉
田
班

岡
田　
　

敦
様　

４
年
５
月
25
日　

豊
野
班

寺
沢　

勝
治
様　

4
年
5
月
30
日　

篠
ノ
井
西
班

人
事
異
動

　

令
和
4
年
4
月
1
日
付　
　

　
　
　

事
務
局
長	

藤
橋　

範
之

退
　
　
職

　

令
和
4
年
3
月
31
日
付　
　

　
　
　

事
務
局
長	

原　
　

敬
治

　
　
　

総
務
課
課
長	

滝
澤
万
里
子

　
　
　

事
業
課
参
事	

赤
塩　

和
正

　

令
和
4
年
4
月
30
日
付	

　
　
　

事
業
課
職
員	

柄
澤　

士
郎

採
　
　
用

　

令
和
4
年
4
月
1
日
付　
　

　
　
　

事
務
局
次
長
兼
事
業
課
課
長	

想
田　

明
秀

　
　
　

総
務
課
課
長	

倉
島
久
美
子

　

令
和
4
年
5
月
1
日
付	

　
　
　

事
業
課
職
員	

松
生　

美
紀

　

4
月
20
日
か
ら
県
下
に
出
さ
れ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医
療
警
報
は
5
月
23
日

に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
マ
ス
ク
着
用

な
ど
基
本
的
な
予
防
対
策
は
重
要
で
す
。
ま
た
、
今

年
は
「
暑
い
夏
」
に
な
る
と
い
う
予
報
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
は
適
切
に
着
用
し
熱
中
症
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
「
屋
外
・
屋
内
で
の
マ
ス
ク
着

用
に
つ
い
て
」
参
照
）　　

●
●
● 

編
集
後
記 

●
●
●

人
　
事
　
異
　
動

　
手
刈
り
除
草
班
で
は
除
草
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　
一
般
家
庭
の
除
草
を
中
心
に
、
企
業
や
不
動
産
会
社
、

お
店
や
事
務
所
、
お
寺
、
自
治
会
や
公
園
な
ど
、
皆
さ

ま
の
ご
近
所
か
ら
も
多
数
の
お
申
込
み
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
お
仕
事
は
あ
っ
て
も
人
手
が
な
く
お
断

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
緊
急
事

態
を
会
員
の
皆
様
の
お
力
で
是
非
と

も
解
決
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
の
お
仕
事
と
の
掛
持
ち
、
数
時

間
だ
け
の
就
業
で
も
構
い
ま
せ
ん
!!

　
除
草
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
、
事
務
局
古
海
ま
で
、
ま
た
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
副
班
長
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
ま
ま
、

日
々
の
生
活
は
、
感
染
防
止
と
経
済
活
動
の
拡
大
と
の

せ
め
ぎ
合
い
で
す
。
身
近
な
課
題
と
し
て
シ
ル
バ
ー
の

請
負
業
務
で
あ
る
手
刈
り
除
草
の
受
注
が
あ
る
も
の
の

除
草
会
員
の
手
配
が
で
き
な
い
た
め
「
受
注
調
整
」
と

称
し
て
新
規
の
除
草
依
頼
を
お
断
り
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
、
会
員
の
高
齢
化
と
ベ
テ
ラ
ン
会

員
の
退
会
、
除
草
リ
ー
ダ
ー
の
な
り
て
不
足
、
新
規
会

員
に
対
す
る
手
刈
り
除
草
分
野
の
勧
誘
不
足
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
職
群
班
と
し
て
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指

導
の
も
と
、
手
刈
り
除
草
の
会
員
増
加
と
除
草
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
手
刈
り
除
草
は
、
ス
ポ
ッ
ト
的
な
作
業
依
頼
も
多
く
、

除
草
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
５
名
程
度
で
行
う
グ
ル
ー
プ

作
業
で
あ
り
、
作
業
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変

に
会
員
数
が
変
動
す
る
な
ど
発
注
者
と
の
作
業
日
程
の

調
整
等
も
あ
り
、
除
草
リ
ー
ダ
ー
の
出
番
の
多
い
結
構

大
変
な
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。

　
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
除
草
作
業
の
汗
の
成
果
を

実
感
で
き
る
こ
と
と
発
注
者
か
ら
「
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
ね
。」
と
感
謝
の
声
が
届
く
こ
と
で
す
。
除
草
作
業

を
長
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
励
み
は
な
い

も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
と
か
く
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
分
野
で
す
が
、

会
員
の
健
康
状
態
と
草
と
の
正
面
か
ら
の
格
闘
に
シ
ル

バ
ー
会
員
と
し
て
環
境
整
備
活
動
に
生
き
が
い
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
人
材
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
副
班
長
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
リ
ー
ダ
ー
候
補
者
を
急
募
し
て
い
ま
す
。

	

手
刈
り
除
草
班　
班
長　
金
子　
勉

手
刈
り
除
草
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

除
草
リ
ー
ダ
ー
候
補
者
　
急
募
！！
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